
Power教授は高周期典型元素および遷移金属元素の多重結合化合物に関する世
界的権威です。ケイ素、ゲルマニウム、スズなどの１４族元素だけでなく、遷移
金属元素の低配位化合物の合成においても顕著な業績を挙げられております。こ
の度、理化学研究所において開催された「RIKEN International Symposium on
Chemistry and Materials Science」に参加するために来日されています。本学
においても、最新の研究成果を講演していただくことになりましたので、奮って
ご参加ください。

連絡先　関 口　章（８５３-４３１４）

講演会

Main Group Elements as Transition Metals

講師　：　Prof. Philip P. Power 
　　      University of California, Davis (U.S.A.)

日時　：　２００９年１１月７日（土）

　　　 　　 １４：００-１５：３０

場所　：　自然系学系棟Ｂ８０１

http://chemgroups.ucdavis.edu/~power/
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